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平
成
が
終
わ
り
、
新
た
に
「
令
和
」
の
時
代
が
幕
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
令
和
」
の
発
表
に
当
た
り
、
安
倍
総
理
よ
り
日
本
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』

の
中
で
「
厳
し
い
寒
さ
の
あ
と
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
よ
う
に
、
見
事
に
咲
き

誇
る
美
し
い
梅
の
花
の
情
景
」
を
歌
っ
た
歌
か
ら
「
令
和
」
を
元
号
に
選
定
し
、

「
次
の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
日
本
を
国
民
の
皆
様
と
と
も
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
は
「
令
和
」
の
目
指
す
道
筋
で
あ
り
、「
平
成
」
の
戦
争
の
な
い

平
和
な
時
代
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自
然
災
害

に
負
け
ず
、
安
全
で
安
心
な
、
よ
り
質
の
高
い
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
、
様
々

な
人
材
が
希
望
を
も
っ
て
多
様
な
経
済
活
動
、
社
会
形
成
に
参
画
・
活
躍
で
き

る
時
代
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
支
え
る
基
礎
的
条
件
と
し
て
、
我
が
国
食
料
の
安
定
供
給
、
農
業
・

農
村
の
持
続
的
発
展
は
重
要
な
柱
で
あ
り
、
こ
の
条
件
整
備
を
進
め
る
土
地
改

良
事
業
の
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
建
設
協
会
発
刊
の

「
土
地
改
良
」
四
月
号
の
平
成
を
振
り
返
る
特
集
で
も
多
く
の
方
が
語
ら
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
、
T
P
P
等
の
農
業
の
国
際
化
の
進
展
、
か
つ
て
な
い
人
口
減

少
、
急
激
な
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
と
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る
中
、「
豊
か

で
競
争
力
あ
る
農
業
」、「
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
」、「
強
く
て
し
な
や
か
な
農

業
・
農
村
」
の
実
現
を
目
標
と
し
、
儲
か
る
農
業
へ
の
競
争
力
強
化
、
多
面
的

機
能
を
活
か
し
た
農
村
地
域
の
活
性
化
、
多
発
、
激
甚
化
す
る
地
震
や
降
雨
災

害
に
対
す
る
国
土
強
靭
化
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
担
い
手
」
の
受
け
皿
と
な

る
農
業
生
産
、
農
村
生
活
の
基
盤
整
備
の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
元
年
の
国
の
土
地
改
良
関
係
予
算
は
、
農
業
農
村
の
基

盤
整
備
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
推
進
す
べ
く
、
令
和
元
年
当
初
予
算
、
平
成

三
十
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
て
平
成
二
十
二
年
度
の
大
幅
削
減
前
の
予
算
以

上
に
回
復
し
、
更
に
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
と
し
て
国
土
強
靭
化
の
加
速
化

の
た
め
に
三
か
年
の
特
別
予
算
も
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
防
災
重
点

た
め
池
の
再
選
定
、
避
難
行
動
対
策
、
適
切
な
維
持
・
補
強
対
策
の
強
化
の
た

め
、
今
年
四
月
、
新
た
に
「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
建
設
産
業
に
お
い
て
も
農
業
と
同
じ
く
「
担
い
手
確
保
」
が
最
重
要

課
題
で
あ
り
、「
働
き
方
改
革
」
や
「
技
術
の
継
承
」、「
生
産
性
の
向
上
」
を

着
実
に
進
め
る
た
め
、
労
働
環
境
の
根
本
的
な
改
善
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

我
が
社
も
創
立
七
五
周
年
を
迎
え
、
培
っ
て
き
た
「
信
用
と
技
術
」
の
下
、

会
社
が
一
丸
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
安
全
で
良
質
な
社
会
資
本
を
提

供
す
べ
く
、
安
全
の
飛
躍
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
女
性
、
外
国
人
、
若
手
等
と

幅
広
い
人
材
が
参
画
し
、
一
層
の
躍
進
を
図
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
、
環

境
整
備
や
人
材
育
成
、
技
術
開
発
・
継
承
等
に
取
組
む
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ

ス
や
農
業
分
野
参
入
等
と
多
様
な
分
野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、「
令
和
」
が
我
が
国
の
農
業
農
村
の
大
き
な
飛
躍
の
時
代
の

幕
開
け
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
を
支
え
る
土
地
改
良
事
業
が
着
実
か
つ
的
確
に
推

進
さ
れ
、
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
同
協
会
を
は

じ
め
、
土
地
改
良
事
業
に
関
わ
る
皆
様
の
力
を
結
集
し
、「
農
業
競
争
力
強
化
」、

「
農
村
地
域
活
性
化
」、「
国
土
強
靭
化
」、
そ
し
て
「
働
き
方
改
革
」
等
の
様
々

な
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
み
、
皆
様
と
と
も
に
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
時
代
「
令
和
」
を
迎
え
て 
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